






要約:島根県下の全小中学校に対して,先天性心疾患の頻度と疾患の内訳及び管理指導表の

内容をアンケート調査した。全先天性心疾患の頻度は小学生 0.44%,中学生 0.43%であり,

学年・性によって差は認めなかった。疾患としては,多い順に心室中隔欠損,心房中隔欠損,

肺動脈狭窄,ファロー四徴,動脈管開存であり,従来の報告とほぼ同様であった。管理指導表

の区分は,小児循環器医によるものは妥当であるが,心臓外科医によるものは過剰管理(制

限しすぎ)と思われるものが散見された。 


